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　The role of cultural factors in the process of localization is a hot topic in both clinical practice and theoretical research. Based on a 

review of the history of psychotherapy in China, this paper summarizes related research on psychotherapy localization in Chinese culture 

and draws the following two conclusions. 1. The majority of the early studies are based on the assumption that there are clear cultural 

boundaries, and the localization problem is discussed from an elitist perspective. Ignored the bottom-up form's localization process. 2. In 

order to resolve the dilemma of 1, more detailed and in-depth research and investigation centered on front-line psychological counselors 

or therapists is required. This type of research is currently scarce.
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１．問題と目的

心理療法の理論と実践は，欧米の白人文化において

生まれた。近年，多文化主義及びポストモダン思想か

ら影響を受けて，心理療法家たちは，異なる文化にお

ける心理療法の理論の限界を意識し始め，異なる文化

的な背景をもつクライエントに対して，心理療法の理

論と実践を修正して適応できるように努めてきた。そ

の過程において，さまざまな概念が生まれた。例えば，

「Multicultural counseling and therapy」１），「Cultural 
competence」２），「Cultural sensitivity」３），「Cultural 
adaptation」４）などの概念が提唱され，心理療法におけ
る文化への感受性が高まってきた。

病気，健康及びその治療が文化によって構成されて

いることは，さまざまな医療人類学の研究で指摘され

ている５）。中国における心理療法の「本土化」（ローカ

ライゼーション）に関する先行研究はある程度蓄積さ

れているものの，そのテーマに特化したレビューは寡

少である。本論文では，欧米で発祥した心理療法とい

う概念が導入されてきた際に，いかに中国文化に適合

できるように変化したかについて，関連する先行研究

をレビューした上で，これからの課題を示す。本章で

はまず，本論文における二つの中心的な概念，心理療

法とその「本土化（ローカライゼーション）」につい

て述べる。

Ａ．現代中国における心理療法

改革開放以降の中国における急速な経済発展に伴

い，物質面でのライフクォリティが飛躍的に向上して

きた一方，精神面でも，多種多様な外来文化が輸入さ
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れて，ローカル文化と対話・交流しながら，人々の世

界観，価値観などに変化をもたらしてきた。その中の

一つは，心理学の輸入に伴い，人々が自分自身の精神

的健康を重視し始め，心理について語る機会を持つよ

うになったことである。激しい社会競争の渦の中，か

つて主に身体症状として語られてきたものは５），孤独

感，ストレス，自責感，不安など心理状態として語ら

れるようになってきた。Zhang６）は現代の中国都市部
の中間層たちが心理療法を求めることで，社会主義的

自我，伝統的自我，新自由主義的な自我の統合を図り，

自我（self）が心理療法を通して介入可能な存在にな
ることを治療的自我（Therapeutic Self）と呼んだ。
そのような精神的健康への重視は個人レベルにとど

まらず，組織ないし国家レベルにおいても，例えば，

官庁，企業，軍隊などの組織で，心理学的なテクニッ

クを活かしたメンタルヘルスケアが実施されている。

特に近年，中国ではそのような動きが広がる傾向がみ

られている。例えば，「人民の幸福の実現」「正能量（ポ

ジティブ・エネルギー）の追求」が政治的なスローガ

ンとして掲げられ，できるだけ物事をポジティブに考

えるよう国民を促してきた。このような精神医療や心

理学を生かして，統治的な目的を果たすことは，治療

的統治（Therapeutic Governing）７）と呼ばれる。

Ｂ．心理的な病気と文化の関係性及び心理療法の「本

土化（ローカライゼーション）」

多くの医療・心理人類学者が指摘していたように，

疾病と健康に関するカテゴリーは，普遍的ではなく，

むしろ，文化的に構成されている８-11）。特に，精神疾

患がどのように認識され，理解され，治療されるか，

また治療過程がどのように形成されるかにおいて，文

化が重要な役割を果たしている12）。一方で，精神疾患

が文化によって構成されるにもかかわらず，DMSな
どの診断基準が世界中に普及するという文化的覇権を

懸念する研究者もいる。Watters13）による『Crazy Like 
Us: The Globalization of the American Psyche』では，ア
メリカ文化を基準とした診断基準によって，メンタ

ル・ヘルスに関する多種多様な土着文化的な知見が消

去されている。医療的・科学的モデルによる精神疾患

の解釈はスティグマの軽減が期待されているが，実際

には逆効果の場合もあるかもしれない。しかし，

Wattersは，ローカライゼーションの過程を単純化し
過ぎているかもしれない14）。というのは，ローカル文

化自身も，絶えず外部文化と交流しながら変化してい

るからである。バフチンの「対話」という概念に照ら

すと，欧米文化に根ざしている先進的な心理療法がい

かに後進的な中国のローカル文化に影響しうるかと

いった文化的な意味での植民主義的勝利（あるいは，

失敗）ではなく，Zhang14）が指摘したように，新自由
主義，社会主義，個人主義，伝統的価値観などといっ

た多種の文化が相互に影響しあう存在であると捉える

ことができる。本論文ではこうした互いに対話しなが

ら，その文化に適している新たな理論や実践に関する

知見を生み出す過程を重視する立場をとる。 
外来の心理療法が中国における文化，価値観，需要

に適合していく過程を中国語では「本土化」と呼ぶ15）。

字面通りの意味は，当地の土になることである。「本土

化」に相当する英語には，「localization」，「indigenization」，
「culturing」などの単語があるが，本論文において，ロー
カライゼーションは「本土化」の訳語として使用する。

２．中国近代史上の心理療法の捉えられ方

本研究の核心的な概念及び立場を明確した上で，歴

史上の心理療法の捉えられ方がいかに変遷してきたか

について述べる。心理療法の歴史はなぜ「本土化」の

理解に役に立つかを説明するためには，「翻訳」の概

念に照らしたい。Walter Benjamin16）が示唆するように，
翻訳は二つの言語体系の間に等価物を探すことではな

く，翻訳の過程において，「オリジナル」は不可避的

に改変されてしまう。その意味で，心理学，心理療法

に関する諸概念はいかに「翻訳」されて，中国の研究

者や実践家とはどのような対話を通して中国の人々に

それらの概念を説明してきたのかを理解するために，

必然的に歴史を知る必要がある。また，心理学及び心

理療法の歴史を顧みることは，同時に時系列を追って

中国社会の背景を回顧することになる。それは，現在

の中国における心理臨床の導入の社会的文脈を知るた

めに非常に重要である。

中国では，心理学は「舶来品」とされている。高17）

によると，「中国の歴史において，古代からは心理学

自体は存在しなかったが，心理学の思想はずっと存在

した」という。彼の著作『中国の心理学』には，先秦

から清まで各時代の偉人がどんな心理学的思想をもっ

ているかを論じていた。具体的に，孔子に教育心理学，

学習心理学の思想，老子に感情と欲求の心理学思想が

あったなどと主張した。李18）もまた，『中国の心理学

界』において老子，孔子，墨子を始める中国古代の先

賢たちには心理学的な思想が含まれているだけではな

く，彼らも正真正銘の心理学者と示唆した。そして，
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中国近代における心理療法の歴史については，Zhang19）

やHuang20）は，それをおおよそ四つの時期に分けてい
る。初期の繁栄（1912年～1949年），中期の中断（1949
～1970年代末），改革の前期（1970年代末～2000年代），
心理学ブーム（2000年代～現在）である。

Ａ．初期の繁栄（1912年～1949年）―伝統文化の批判
に用いられる精神分析

初期の繁栄は20世紀初頭から始まった。登場するの
は，世界中でも一世を風靡した精神分析である。

Zhang21）などによると，19世紀初期，精神分析が中国
の近代文学に大きな影響を与えたことが示唆されてい

る。例えば，魯迅，沈祟文，郭沫若，上海の「新感覚

派」などの著名な作家が精神分析からインスピレー

ションを得ていた。彼らは精神分析と性科学を援用し

て，伝統的な文化や習慣を批判した。その後も，高覚

敷などが翻訳したフロイドの著作は，エリートの間で

人気を博した。

Ｂ．中期の中断（1949～1970年代末）―革命事業の敵
である心理学

初期の繁栄を経て，中国の心理学は毛沢東時代にお

いて，大きな打撃を受けた。文化大革命時期（1966-
1976），精神疾患は誤った政治的イデオロギーによるも
のとされ，強制労働を通じて矯正できると見做され

た22）。当時は，「党があれば，セラピストなんていらな

い」という言葉が流行していた。心理学は，マルクス

主義の唯物論に反する革命事業の敵だと批判されてい

た。その批判の発端は，1965年，姚文元（四人組の一
人）が光明日報に，心理学が疑似科学と猛批判した文

章を発表したことである。大学の心理学と精神医学の

教育と研究は中断され，教師や研究者は他の学部に移

動させられた。その中に，紅衛兵の暴力を受けたり，

自殺したりする学者もいた。精神疾患の患者は治療の

代わりに，批判闘争会で，「人民の審判」を受けさせら

れた。 

Ｃ．改革前期（1970年代末～2000年代）―復興しつつ
ある科学

鄧小平の改革開放政策（1978）の推進により，文化
大革命や大躍進における行き過ぎを修正し，中国は経

済貿易だけではなく，学界も開放されていった。心理

学も改革の初期を迎えた。1980年代，心理学を学ぶこ
とができる場としての心理学科は、五つの大学、つま

り北京大学、北京師範大学，華東師範大学，華南師範

大学，西南師範大学で再び開設された。大学名からわ

かるように，当時は，心理学が教育学と関係あるとさ

れていた。1986年，中国心理健康協会という国立組織
が成立し国際間の学術交流も再開した。20年の弾圧
を経て疲弊した心理学の研究と実践だが，ようやく復

興の兆しが出現した。 

Ｄ．心理学ブーム（2000年代～現在）―認知度が高ま
る心理学

その後中国でも本格的な心理学ブームが始まっ

た20; 23）。2000年になると，心理学の専攻が設置してあ
る大学が20カ所に上ったほか、中国旧暦の最大の祝日
である春節を祝う「中国中央電視台春節聯歓晩会」で

は，数年間，心理的な問題に関連したコント（もしく

は寸劇）が上演された。それらの作品によって「心理

医生（セラピスト）」という職業は多くの人々に知ら

れた。

続いて2005年，『国家心理諮詢師職業標準』が頒布
され心理職になるための資格制度ができ，大勢の人が

２，３ヶ月の学習で通過できるこの国家資格を取得し

た。ただ、資格取得者の多くは，心理援助を仕事とす

るためでなく，自分自身の問題を解決する目的で資格

取得をしたため19），心理職として働く人は資格取得者

のうちわずか５％～15％にとどまった24）。

３．現代中国における心理療法の「本土化」

以上，中国における心理療法の歴史を簡略にまとめ

たが，これからは心理療法がいかにローカライズされ

てきたかについて述べる。楊25）によれば，中国にお

ける心理療法の本土化は，「輸入式本土化」から，「原

生式本土化」へと変化していく過程である。つまり，

外来の心理療法を中国文化に適合させることから，中

国文化に適合できる心理療法を自らつくっていくとい

う発展プロセスである。また，類似的に，銭26）は，

心理療法と東洋思想及び中国文化との融合を三つのレ

ベルで分けた。つまり，①東洋思想を心理療法の枠組

に取り入れる；②西洋からきた心理療法の技術を中国

における治療モデルに適応する；③中国の思想に基づ

く自らの治療モデルを開発する。しかし，本論文の立

場からは，いずれの分類も以下の二つの点において問

題点を指摘できる。まず，「文化」概念について，問

題点を示す。上記の分類法は文化を，境界のある集団

で成員全体に共有された歴史・習慣・信仰・価値観と

して提示しているが，文化人類学ではとりわけ1980年
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代以降，このような古典的な文化概念は，差異を過度

に本質化するという理由で忌避されてきた27）（狩野，

2022）。Zhang14）も指摘したように，多様な文化が「対
話」しながら，相互に影響し合っており，東洋文化と

西洋文化の間にはもはや明確な境界線も存在しない。

第二に，エリート中心主義の問題もある。いずれの分

類法にも，一つの暗黙の前提がある。つまり，「本土

化」は，ベテランの心理療法家あるいは理論家によっ

てトップダウン的に，考案され，実施されることであ

る。しかし，実際に心理療法を人々に実施する場合の

ほとんどは，ベテランよりは自称「江湖（都から遠く

離れた地）」のセラピストである28）。「江湖」は批判的

な意味，つまり，正統ではないという意味でも使われ

るが，時折，自嘲的に使われる時もある。「江湖派」

と呼ばれる彼らには，「本土化」がいかに生じている

のかは非常に魅力的であろう。

本論文では，楊25）や銭26）の提唱した分類体系に問

題点があると指摘するが，そのモデルの全てを否定は

しない。彼らの体系に位置づけられるものを中心的

「本土化」と呼び， それに加えて，それらの分類体系
には含まれていないものを周縁的「本土化」と名付け

る。中心的「本土化」の特徴は，基本的にある種の中

国特有の思想を生かして，新しい心理療法の理論を開

発した，あるいは，既存の心理療法を中国文化に適合

できるように修正したと明言できることである。それ

に対して，周縁的「本土化」は，とくに，文化間に明

確な境界線を想定せずに，ベテランの実践家や理論家

よりは，前述した「江湖派」のセラピストに注目する。

周縁的「本土化」は，二つの意味で，従来のモデルを

修正・補足する。一つ目は，文脈を重視することであ

る。従来の中心的「本土化」は，儒教，道教，仏教，

中医学などという中国特有の文化を重視するものの，

近代以来，西洋から導入されたが，現代中国の重要な

部分になっている中国特色のマルクス主義，鄧小平に

よる新自由主義などの文脈を無視してきた。また，中

国において，心理療法の提供者と利用者の特徴，それ

らの相互作用などという文脈も，従来のモデルでは，

あまり言及されていない。二つ目は，周縁にある大多

数の「江湖派」を重視することである。というのは，

数多くの「江湖派」は，名高い理論家と実践家によっ

て提案された心理療法をそのまま実施することは決し

てなく，多少なり改変し，自身の理解を加えることが

あるからである。それも，「本土化」の魅力的な部分

であると考える。以下では，それぞれについて先行研

究をまとめる。

Ａ．中心的「本土化」

中国では、儒教、道教、仏教が、中国人の日常生活

に深い影響を与えている29）。これから，心理療法の「本

土化」におけるそれぞれの思想について述べる。

儒教は「修己治人（しゅうこちじん）」（己（おのれ） 
を修めて人を治める、という意味の朱子の言葉）の学

である。景30）が儒教の思想がいかに心理療法に応用

できるかについて詳細に論述した。儒教思想の中で心

理療法の実践に役に立つような考え方を整理した上

で，関係する実証的研究をまとめた。たとえば，儒教

では，家族の死に対して悲しむべきだが，過度に悲嘆

するのは「礼」ではないので，避けるべきである。中

国文化的背景のクライエントに対するモーニングワー

クにおいては，このような特有的な悲嘆に関する観念

に配慮すべきと主張した。

道教は儒教のような硬直した社会秩序ではなく、意

図しない行動（「無為」）を重視する。自然体、思いや

り、質素倹約、謙虚さなどを提唱している。道教思想

を取り入れた心理療法がいくつかある。Zhangと
Yang31）が道教思想と認知療法を融合し，中国道教認
知療法を開発した。この療法は、道教の主要な古典を

理解するように導き、道教的な方法を考えたり、その

ように行動したりするように促すことによって、不適

応な先入観や認知の歪みを発見し修正できるようにし

ようとするものである。中国道教認知療法は比較的に

先行研究の蓄積があり，Dingら32）のメタ分析による

と，慢性的な身体疾患と臨床的または非臨床的なうつ

病を持つ患者を含む中国人成人のうつ病症状の軽減に

役立つことが期待される。

そして，仏教思想を用いた心理療法として，瞑想療

法，マインドフルネス，内観療法が挙げられるが，

付33）の調査によると，いずれも主流ではなく，ただ，

仏教の考え方が臨床実践に浸透しているという。この

ような「本土化」は次章で述べる。

儒教思想，道教思想，仏教思想を単独ではなく，組

み合わせて新しい心理療法を開発する人もいる。例え

ば，「意象対話療法（ I m a g e r y  C o m m u n i c a t i o n 
Psychotherapy）」を開発した朱建軍である34）。この療法は，
クライエントの心理状態の提示、関係性の検討、感情の

記述に「意象（イメージ）」を用いる。具体的には，儒

教における「知」，「行」という道徳基準，道教における

「陰陽」，「五行」，仏教における「慈悲」，「慈愛」などの

概念を心理療法に取り入れた。

中国伝統医学に心理療法に適応できる思想や治療方

法を探求する研究者もいる。中医学的心理療法に関す
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る研究は，主に『黄帝内経』に基づくものであり，中

医学には，心理学や心理療法などの概念がないが，「治

神」，「治意」，「医心」などの概念はある33）。汪35）によ

れば，心理療法に役に立つ中国伝統医学の思想は二つ

の側面にあらわれているという。一つ目は中医学の古

典における患者の生理的・心理的病気，あるいは，詐

病を治療する言論や事例である。二つ目は，中医学の

古典における，薬物や鍼灸などの手段で心理的な病気

を治療する言論や事例である。

それ以外にも，中国古典的な心理療法的な技術と現

代のサイバネティクス、情報理論、システム理論と融

合して，新しい心理療法を開発した魯龍光36）や，欲

望の調節，推拿（すいな）法，悟言（クライエントが

自ら悟った言葉），魂の彫刻を治療体系にする朱美

雲37）が挙げられる。

Ｂ．周縁的「本土化」

前の章では，中心的「本土化」について述べたが，

本章では，周縁的「本土化」に関する先行研究をまと

める。ここではまず，セラピストの特徴や，治療同盟

の特徴，さらに組織の運営という面で，「本土化」が

行われる文脈について述べる。

まずは，中国におけるセラピストの在り方について

述べる。これは中国の心理療法のローカライゼーショ

ンを理解する前提である。中国では，三つの陣営のセ

ラピストが存在する。学院派，医療派と社会派であ

る19; 28）。これは，研究者による分類ではなく，セラピ

ストの間でよく言及される分類法である。学院派と

は，大学で心理学部・院に在籍する教員及び卒業生が

メインであり，正規の専門的な教育を受けた後，相談

機関で心理療法の実践を行う。医療派とは，病院の精

神科で働く医者が臨床心理学の資格をとり，心理療法

の実践を行う者である。社会派とは，都市部で自主的

に心理学を勉強し，あるいは，短期間の訓練を受けて

「国家心理諮詢師」という資格を取得した者を指す。

Zhang19）によると，中国のセラピストの多数が社会派
に該当する。ただし，訓練時間の不足，スーパービ

ジョン制度の不完備，理論知識の誤用など，彼らに対

する批判も絶えなかった38）。

次に，利用者と治療関係の特徴について述べる。心

理療法を求めてくる利用者は，ほとんどが中間層であ

り，大部分は女性である。彼女たちは金銭的・時間的

余裕がある。男性が少ない原因として，社会的スティ

グマの強さが考えられる19）。Hizi39）の山東省における
エスノグラフィーによると，そのスティグマと金銭的

な負担によって，直接一対一形式の心理療法よりも，

集団療法や非侵襲的な読書療法などが人気である。

Zhang19）が三つの心理療法における治療関係の特徴を
指摘していた。それらは，即効性・実用性，権威性，

家族代理である。

以上，中国における心理療法の在り方の特徴につい

て述べた。社会派のセラピストが主力であること，組

織運営には商売の要素があること，上下関係の中で行

うこと，セラピストもクライエントも実用性を追求す

ることが挙げられた。これからは，「江湖派」のあり

ようを詳しく描写した「本土化」に関する研究をまと

める。

心理学の研究には，付33）と呉15）のインタビュー調

査がある。付33）は，外来理論と「本土化」理論を援用

する際に四つの特徴があると明らかにした。①インタ

ビューを通して、大多数の実践者が外国の理論を使用

していることが明らかになった。一部の実践者は，中

国で外国の理論を使うことの文化的妥当性をあまり考

えずにいるようである。②「海外の理論を利用してい

るが、直接的に応用しているのではなく、すでに消化・

統合して、中国の視点から分析している」という見方

もあった。③中国文化はカウンセラーとクライアント

の双方に影響を与え、カウンセリングセッションの中

で中国文化をいくらか取り入れているカウンセラーや

セラピストもいる。道教の「無常（常に変化する）」

や「道法自然」の影響を受けている実践者や中国人の

クライエントの身体化は儒教思想の影響と解釈する実

践者もいる。④文化を非常に重視する実践家もいる。

仏教の「善」，キリスト教の「愛」なども心理療法に

融合し，新たな心理学理論を開発した実践家もいる。

それに対して，呉15）は，心理療法理論の「本土化」

だけではなく，言語表現，治療関係，面接のセッティ

ング，ケースフォーミュレーション，介入方法の「本

土化」についても有益な知見を提示した。①「本土化」

の意識について，すべてのセラピストが意識的に「本

土化」を行うわけではない。中には，できるだけ「本

土化」を避けるべきという主張もある。②言語表現に

ついて，中国のことわざ，四字熟語，古典の物語，伝

統的ディスコースという四つの方策があると明らかに

された。③治療同盟について，権威的なセラピスト像

を築くこと，クライエントの隠し事や消極的な態度に

対して，敏感に洞察すること，クライエントによる人

情的要求（友人を紹介するなど）にこたえることとい

う特徴が挙げられた。④面接のセッティングの「本土

化」について，相談室だけではなく家庭訪問の形で面
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接を行うこと，回数の少なさ，枠組の緩さなどの特徴

があると示唆された。⑤ケースフォーミュレーション

について，文化的背景を十分理解した上で，ケースの

見立てをするという「本土化」の方策がある。⑥介入

方法について，中医学の方法の援用，ルールや規則へ

の拘らなさ，指示的な介入，伝統風俗の利用といった

方策がある。

心理学以外にも，社会学や文化人類学の方法で心理

療法の「本土化」を研究するものがある。崔40）が心理

援助機関のフィールドワークを通して，社会学の視点

から，社会主義市場経済という背景のもとで，心理療

法が個体化過程において果たす機能を分析した。心理

療法において，個人的な言論の表出が期待され，心理

療法の過程は，独立精神および自己実現の意志のある

個体を作り上げる過程であると示した。似たように，

Zhang14）が文化人類学の視点から，中国のおける心理
療法の「本土化」について論じた。力動的心理学を用

いる実践者が，中国の伝統文化の影響を受けること，

CBTを用いる実践者が社会主義の「思想工作（Thought 
work）」の考え方に影響されることが示唆された。

４．考察

本論文では，中国において，歴史上の心理療法の捉

えられ方の変化，及び中心的・周縁的な心理療法の「本

土化」について先行研究をレビューした。本レビュー

を通して，まず，心理療法や精神医療に関する歴史研

究は，ある程度の知見が蓄積されていると分かる。そ

れは，現在中国社会における心理や心理学の概念，そ

れにまつわる社会的文脈を理解するために非常に役に

立つ。また，「本土化」に関する研究については，異文

化の間に境界線を想定し，中国特有の文化から心理療

法に有用な思想や技術を探求する中心的「本土化」の

研究がメインであるが，近年から，周縁的「本土化」

に関する研究も少ないながら発表されている。その両

方の知見を合わせて，中国文化における心理療法がい

かに「本土化」されているかは，より明確にされている。

今回レビューした知見は，中国における心理療法の

「本土化」について示唆に富むものである一方，以下

の点が課題として残っているといえよう。今までの研

究は，主に都市部の中間層に関するもので，中心的

「本土化」の研究であった。都市部と農村部の間に存

在する大きな格差があるため，先述の通り，農村部に

は心理療法が存在しないと思われていたからである。

そうであるとしても，農村部の人びとはいかに心理，

心理療法などの概念を理解しているかは，農村部のメ

ンタルヘルス問題を解決する鍵にもなりえるし，心理

療法の「本土化」における文化的作用を明らかにする

可能性を提供してくれるだろう。また，周縁的「本土

化」の研究が寡少であることは，心理学における文化

研究全体にわたる問題でもある。狩野27）が指摘した

ように，これからは，古典的な文化概念に基づく研究

よりも，心理療法の実践が，その都度いかなる特有の

「文化」や状況に条件づけられているかについての分

析が必要とされる。

本論文では，中国における心理療法の「本土化」と

いう先行研究の蓄積が比較的に乏しい領域を整理する

ため，文献レビューの形式を取った。「本土化」の概

念を理解する新たな立場を提示することができた。一

方，本研究は，システマティックレビューではなく，

文献の選択は恣意的になりうる。今後，よりこのテー

マに関する研究が蓄積されれば，文献の再整理が求め

られるだろう。
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